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弱音を吐く 
 

校長  髙田 晶子  

 

 立春が過ぎ、梅の花を目にするようになりました。地域の通り 

を歩いて、庭先の梅の花を見つけるとつい足が止まります。香も 

よく、果実は梅干などに加工されることを考えると、私たちの心 

身を癒してくれる優れものとさえ思います。 

 この季節は、夏バテだけでなく冬バテもあるそうです。寒さも 

もう一息です。工夫しながら上手にこの時期を過ごしていきたい    こども造形展校内展示 

ものです。 

  

 さて、最近、次のような記事を目にしました。 

 

 「戦」の時代だからこそ、弱音が吐ける場を  

  私は、「戦争がないあなたたちは恵まれている」と語りかけたことは一度もない。  

戦時下の人と比べて自分の苦しみを封じ込めてほしいとは思わない。むしろ、あなたには 

あなたの苦しみがあり、誰かの物差しで測る必要などないはずだ、と伝えることを心がけ 

ている。                       フォトジャーナリスト：安田 菜津紀氏 

 この記事を読み、考えさせられることが多くありました。それは、人には他人と比べら

れない苦しみ、辛さを持っているということです。皆さんの中にも「大変だよね」「つらい

よね」と、他人から声をかけられたことは少なからず経験があると思います。人によって

は、それを重く受け止めてしまい、「周囲の人にそう見られているんだ」とか、「心配かけ

ちゃったどうしよう」とか、思い悩んでしまった人もいるのではないでしょうか。 

 今の社会は、成績を見て他人と比べ競争したり、評価をもらうと、どうやったらいい評

価をしてもらえるのだろう、と考えてしまうような仕組みになっていると思います。その

ことを、自分の成長のためだと考えられる人はどのくらいいるのでしょうか。本来はこう

いう仕組みも、皆が皆、前向きに考えてほしいという願いがあって、出来上がった仕組み

だと思います。また、それだけではなく、そう考えられるようになってほしいということ

でしょう。 

 このような世の中の仕組みの中で、子どもも大人も、もがいている人は少なからずいる

はずです。この記事のように、「弱音が吐ける場」が身近にあり、いつでも弱音を吐いてい

いという環境が大事だなと思います。私が思い出すのは、高校時代の友人が、「辛くて辛く

て、親になかなか言い出せなかったことをついに話したんだよね。涙で炬燵の布団の一面

をびちょびちょにしちゃってさ。でも、話聞いてもらって、すっきりしちゃった。」と話し

てくれたことです。この友人の話がいつも心にあり、このようなことを繰り返しながら生

活をしていくのだなと思っています。だから、今でも、「ためておくより言わなきゃ。」と

思えるのです。 

弱音を吐くことは、当たり前で、すっきりすることだと改めて思う今日この頃です。 

https://motogo-j-kawaguchi-saitama.edumap.jp/


２月・３月の行事予定 

栄光の記録  

 〇令和 4年度 川口市学校保健努力学校  元郷中学校 受賞 

 

 〇第 68回 青少年読書感想文全国コンクール  

入選               感想文の題名：「良心」の軸を持って 

 

〇第 29回 JBA埼玉県部会中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト  

金賞  

銀賞  

 

 〇第 15回埼玉県吹奏楽コンクール新人戦予選大会 銀賞 

 

 

 

   

 

  

日 曜 ２月 日 曜 ３月 

15 水 
木曜日課 志願先変更①（３年生） 
特支高等部発表（戸田かけはし） 
学校ファームメイト 

1 水 
３年生を送る会 ４時間授業 
学年末短縮（～３月２２日） 

16 木 
志願先変更②（３年生） 
１・２年生学年末テスト 

2 木 
金曜授業 ①②③④⑤  
球技大会（３年生） 

17 金 １・２年生学年末テスト 3 金 
公立入学許可候補者発表 
木曜授業 ①②③④⑤ 

18 土  4 土  

19 日  ５ 日  

20 月 
専門委員会（３年生最終）・生徒議会 
ALT（～３月３日） ふれあいデー 

６ 月 
公立追検査（３年生）ふれあいデー 
専門委員会・生徒議会 

21 火 
公立入試事前指導（３年生） 
３年生を送る会実行委員会 
リフレッシュデー 

７ 火 ①②③⑤⑥ 

８ 水 
公立追検査発表（３年生） 
②③④⑤⑥ 

22 水 公立学力検査（３年生） ９ 木 ①③④⑤⑥ 

23 木 天皇誕生日 10 金 ③④①②⑥ 

24 金 公立実技検査・面接（３年生） 11 土  

25 土  12 日  

26 日  13 月 火曜授業 ③④⑤⑥学 ふれあいデー 

27 月 月①②③⑤④ ふれあいデー 
14 火 

午前中３時間授業 特別日課 
卒業証書授与式予行  
午後：卒業証書授与式準備 28 火 

生徒集会 ①②④⑤⑥ 
３年生を送る会実行委員会 

15 水 卒業証書授与式 



 〇令和４年度 川口市書きぞめ展覧会 優良賞 

   

 

   

 

 

 

 

〇令和 4年度第1回川口市スプリント大会 

女子 100m平泳ぎ第3位  

女子 50m平泳ぎ第3位  

女子 100m背泳ぎ第3位  

女子  50m背泳ぎ第3位   

 

本校の様子 

 

〇薬物乱用防止教室 

  ２月６日（月）日本薬剤師会研修センター認定講師

をお招きして薬物乱用防止教室を行いました。生徒

一人一人が自分事として捉え、以下の２点について

考えることができました。 

・薬物乱用の危険性について、正確な知識をもつこと 

・自分の心や身体を守る選択＝「断る勇気」が、自分  

の未来をつくっていくこと 

動画やクイズなど生徒が集中して考えられる内容で

した。「STOP the 薬物！」リーフレットも配布しましたので、ご家庭でも話題にしてい

ただけると幸いです。 

 

 

〇ボランティア活動 

２月７日（火）～９日（木）の３日間、生徒会主催

「あいさつボランティア」を実施しました。 

３日間でのべ７６名の生徒が参加し、校内に 

あいさつの声が響き渡りました。生徒たちはあいさ 

つすることの心地よさを感じながら取り組めたよう 

です。これからもあいさつが響く学校にしていきま 

しょう。 

 



＜令和4年度 学校評価の結果について＞ 

 保護者の皆様方には、学校評価に関する保護者アンケートにご協力いただき、誠にありがとうご

ざいます。集計がまとまりましたので、報告させていただきます。 

 保護者より 

１ 学校は、「学校教育目標」の達成に向けて努力していますか。 29.8 62.3 6.3 1.6 

２ 学校だよりや学年だよりを通じて、学校の様子がわかりますか。 36.0 56.1 7.5 0.4 

３ 学校は、保護者・地域と連携・協力して教育を進めていますか。 31.4 55.8 11.6 1.2 

４ 学校の施設や設備は安全に整備されていますか。 28.7 61.4 9.9 0 

５ 学校は、基礎的・基本的な学力を身に付けさせていますか。 22.1 60.7 16.5 0.7 

６ 学校は、いじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいますか。 34.4 58.6 6.3 0.7 

７ 学校は、校舎内外の美化に努めていますか。 35.8 58.6 5.0 0.6 

８ お子さんは、学校生活を楽しく過ごしていますか。 45.2 44.6 8.0 2.2 

９ お子さんは、授業で学習している内容を理解していると思いますか。 13.2 51.0 27.9 7.9 

10 お子さんは、互いの人権を尊重し思いやりのある行動ができていますか。 34.7 57.1 7.9 0.3 

11 お子さんは、学校行事に一生懸命取り組んでいますか。 50.2 40.9 5.3 3.6 

12 お子さんは、ボランティアなど社会に役立つ活動をしていますか。 15.8 35.6 37.0 11.6 

13 お子さんは、すすんであいさつをしていますか。 28.7 50.8 18.2 2.3 

14 お子さんは、親や周囲の大人に丁寧な言葉づかいをしていますか。 29.4 54.5 15.1 1.0 

15 お子さんは、頭髪や服装など学校の決まりを守り、規律ある生活を送ってますか。 52.1 41.7 5.9 0.3 

16 お子さんは、約束した時間までに帰ることができていますか。 52.1 41.3 4.6 2.0 

17 お子さんは、健康に注意して生活していますか。 39.0 48.8 12.2 0 

18 ご家庭で、家庭学習の習慣が身につくための手立てを行っていますか。 13.2 49.3 31.5 6.0 

19 お子さんは、家庭学習が身についていますか。 15.2 38.0 34.3 12.5 

生徒の振り返りと重なるところは、全学年同じくして、１２と１９に課題が見られました。 

〇１２のボランティア活動に参加しようとする意識の高揚や実際の参加率は高くなりました。  

しかし、その活動が役立っているのかどうかという実感につながっていないということも明確に

なりましたので、地域に根付いた学校として地域とのつながり方を研究し、ご協力を頂ける取り

組みを行っていきたいと思います。 

〇１９につきましては、大きな課題となっております。学校での生徒の授業態度や教員の授業づく

りについては、一年間多くの授業研究会を通してご指導いただいた中でも、外部の指導者の方々

からも高評価を頂いており、学力も確実に向上させることができております。本当の学習する力

を身に付けさせたいという思いをもって、今後も教育活動全般を通して取り組んでまいります。  


